
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 かけはし③ 名前

質量比と全体の重さ ステップ3 月 日

学校の理科 → かけはし ステップ ① ② ③ → 単元プリント「質量比と全体の重さ」

1 酸素が足りないとき 基本

銅 8g を、酸素 1g の入った、とじた容器に入れて、十分に加熱しました。銅と酸素は 4：1 の重さの比

で結びつきます。

(1) 銅 8g が全部酸化するには、酸素が 8÷4＝  g 必要です。酸素は 1g しかないので、たり

ません。

(2) 酸素 1g と結びつく銅は  g だけです。できる酸化銅は 4＋1＝  g で、反応せずにの

こる銅は 8−4＝  g です。

ヒント 酸素は、使い切るまで結びつきます。

(3) 容器の中の固体(酸化銅と、のこった銅)の重さの合計は、何gですか。

ヒント 重さの合計は、反応の前と後で変わりません。

2 酸素があまるとき、折れ点 基本

酸素 1g が入った、とじた容器に、銅を 2g、4g、6g、8g と入れて加熱しました。できた酸化銅の重さ

は、表のようになりました。

入れた銅(g) 2 4 6 8

できた酸化銅(g) 2.5 5 5 5

(4) 銅が 4g をこえると、酸化銅がふえなくなるのは、なぜですか。(ア 銅がたりなくなる　イ 酸素

がなくなる)

(5) 酸素 3g が入った容器に、銅 4g を入れて十分に加熱すると、あまる酸素は何gですか。

ヒント 銅 4g と結びつく酸素は何gですか。
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